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未来未来未来未来のいのちをともにのいのちをともにのいのちをともにのいのちをともに！！！！    

森森森森がががが荒荒荒荒れていますれていますれていますれています適正適正適正適正にににに守守守守らなければらなければらなければらなければ、、、、    

川川川川のののの環境環境環境環境はははは良良良良くなってくなってくなってくなってきているかなきているかなきているかなきているかな、、、、    

海海海海はははは水温水温水温水温がががが上上上上がってきていますがってきていますがってきていますがってきています。。。。

会場 ひらつか市民活動センター会議室  ＪＲ平塚駅南口から徒歩２分     手手手手をををを携携携携ええええてなんとかしようてなんとかしようてなんとかしようてなんとかしよう。。。。    

平塚市八重咲町３―３ ＪＡビルかながわ２階 

講演 藤吉 正明  東海大学教養学部人間環境学科 自然環境課程 准教授 

演題  湘南海岸の海浜植物  

・ 砂浜の環境・砂浜に生育する植物・砂浜 市町村ごとの特徴 

・                ―ポスターセッション 砂浜散歩･漂着物を見てみよう― 

―パネルデスカッション 3：１0～ ― 

         市民が結ぶ、森と川と海のつながり 

コーディネーター 金目川水系流域ネットワーク 柳川 三郎 

パネラー 丹沢山塊の自然を考える会代表    鈴木盛彦 

                        里山をよみがえらせる会代表     小清水四郎 

                        相模川湘南地域協議会代表      峯谷一好 

                        相模貝類研究談話会会長       福田良昭 

                        水害防備林活動家          石野和男 

                     
 

 

 

 

 

   
  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索検索検索検索    金目川金目川金目川金目川    http://www.asahigs.co.jp/kaname-net/index.html    
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東海大学 教養学部  
 人間環境学科 

   自然環境課程 

 

夏休みが始まったばかりの暑い
なか、例年と同じく、今年も金目川

生き物観察会が開催されました。
参加者の怪我やトラブルもなく無

事に終わったのは、主催者である金
目川水系流域ネットワークや平塚

市環境部環境政策課の皆様方のお
力に加え、神奈川県環境科学セン

ターの斎藤さんや相模湾海洋生物
研究会の永井さんや木村さんをは

じめとした多くの方々（そして私
のゼミの学生たちも！）の協力が

あってのことと思います。 
 ところで、この金目川生き物観

察会も今年で6回を数えました。
中には第1回のときから毎年欠

かさず参加してくれて、今年6年
生になっていた子もいます。毎年参

加してくれて嬉しく思うととも
に、来年は中学生になるので原則

としては参加しなくなってしまう
と思うと、少し寂しい気もします。 

 また、6月頃だったと思います
が、金目地区にお住まいの方から、

今年も観察会は開催されますか？
という質問をいただいたことがあ

りました。その方のお子さんも
1年生のときから参加してお

り、毎年楽しみにしているとの
ことでした。（２ページに続く） 

湘南海岸は全国でも有数の 

19ｋｍ続く海岸です。 

ところが、 

開発と侵食と過度の利用によって

砂浜は縮小し、海辺の植物は 

減少しています。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分たちの活動を楽しみにしてく
れる方がいらっしゃることは、本

当に嬉しく思いますし励みにもな
ります。少し大げさな表現かもし

れませんが、この観察会は金目地
区の夏の恒例行事になったと言え

るのではないでしょうか。 
話は変わりますが、私は今から

7年前に、平塚市北金目にキャン
パスを置く東海大学の教養学部人

間環境学科自然環境課程の教員に
採用されて静岡から神奈川に来ま

した。私はそれまで魚類を中心と
した水辺の生き物の分布や生態を

調べていましたので、教養学部の
教員になってからも、授業やゼミ

活動の一環として学生たちと大学
周辺の水辺の生物相を調べること

にしました。

 

 なお、大学の教員は、自身が専門
とする学問分野の研究活動と、学

生の教育が仕事ではありますが、
フィールドを研究・教育の場とする

私のような者は、単に研究や学生
指導をするだけではなく、職場で

ある大学のキャンパスがある地域
の方との関わりや、地域への貢献

も重要な責務の一つではないかと
思っています。この観察会への手伝

いがどの程度の貢献になっている
のかは自分では分かりませんが、

少しでもお役にたてているのであ
れば幸いです。  

また、この観察会の目的は「体
験や実験を通して、子ども達の身

近な自然への関心を深め、環境保
全意識を高める」ことです。年に

一度の観察会ではありますが、こ
れがきっかけで地元の自然や、水

辺の生き物たちに少しでも興味関
心をもつようになれば、と思いま

す。そしてこの観察会に参加した
子どもたちの中で、将来この観察

会の主催者側になったり、または
生物の研究者になったりする人材

が出てくるようでしたら非常にう
れしく思います。 

ることにしており、申し込み用に

 

もそのことを明記はしてありまし
た。ですが、こちらから参加を呼び

かけておきながら、抽選でもれて
参加できないのはたいへん申し訳

ないことですから、申し込みをし
てくれた全員が参加できるよう、

急遽午前と午後の部に分けること
にしました。このときは、午後の部

にまわっていただけないか、申し
込みをされたご家庭に一軒一軒電

話をしてお願いするとともに、ス
ケジュールや名簿を作成し直すな

どたいへん忙しかったのを思い出
します。 その後、前述のように当会と平

塚市主催の行事になったり、神奈
川県環境科学センターの斎藤さん

や相模湾海洋生物研究会の永井さ
ん、木村さんをはじめとする講師

陣をお招きしたり、ここ数年は午
前の部のみの開催になったりと毎

年少しずつ変わってきてはいます
が、「金目川流域の周辺にお住まい

の方」と「金目地区にキャンパス
を置く大学の学生と教員」が、「金

目地区の子どもたち」と一緒にな
って採集・観察するという基本的

な内容は変わらずに毎年の開催に
至っています。 

 

－2－ 

ある日、金目川の土屋橋近くで学
生と魚類調査をしていたところ、

現在、ネットワークの代表をされ
ている柳川さんがたまたま通りか

かりました。私たちが採集した多
くの魚やエビが入っているバケツ

を見て、「こんなにいろんな生き物
が採れるのなら、金目の子たちに

も見せてくれないか」と頼まれま
した。これが、この金目川生き物

観察会が開かれるきっかけだった
と記憶しています。 

三年目からは平塚市も主催に加
わり、参加者募集や当日の運営な

どは両者で協力しあって進めてい
るので、私は当日に学生とともに

出かけて参加するだけで、正直な
話、非常に楽をさせていただいてお

ります。 ですが6年前は手探り状態の
なか、柳川さんと何度も打合せを

したり、金目小学校とみずほ小学
校に直接うかがって会の趣旨を説

明するとともに開催の許可をいた
だいたりと慌しかったように思い

ます。また、実際に参加者を募った
ところ、嬉しいことに予想を大幅

に上回る申し込みがありました。 
 当初、もし申込者数が多かった 

場合は抽選によって参加者を決め 

天気に恵まれなかった昨年に対し、
秋晴れのお天気の中、秦野市の小

学生３２名というたくさんの参加
した、今年の生き物観察会。金目川

水系流域ネットワーク、えのきの
会、葛葉の家で行う今回の観察会

ですが、私もこのような観察会を
数度経験したことありましたが、

いつも始まる前はどのような話を
しようか、うまく伝わるか考えな

がら当日を迎えます。 
今日のスケジュールは午前…生

き物採取、生き物観察 午後…生
き物のお話・水の循環のお話、クイ

ズとなっていました。 
徐々に集まってくる小学生たち

は、朝から目がキラキラな子、眠そ
うな、めんどうくさそうな顔で親

に連れてこられた子、様々です。

 

（3ページに続く）
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午前中、集合場所である「くすのき
広場」で金目川ネット会長の柳川

さんの挨拶が終わり早速、班ごと
に川へ。今日は参加人数が多いた

め、６班に別れて、各班のリーダー
は金目川ネット、えのきの会の方に

なっていただき、採取しました。採
取が始まると、朝は元気が無かっ

た子達も元気に採取をしており安
心ました。それよりも、これは今

回、諸注意でも話が出ており、この
ような観察会を開催すると僕自身

の実体験としても思うことです
が、子どもたちもさることながら

親御さんが採取に夢中になってし
まい子どもことはそっちのけにな

ってしまうことです。

 

これは決して悪いことではないで
すが、限られた人数で行う野外の

体験授業は親御さんの協力なくし
ては行うことはできません。です

から、必ず毎回諸注意として上げ
させていただくのがおきまりにな

っています。採取場所は葛葉の家か
ら橋を渡り１〜２分のところで、リ

ーダーの先導で葛葉川の本流部分
に一ヶ所、サワガニが多く生息する

細流部分にもう一ヶ所の計２ヶ所
で行いました。各ポイントでの採取

を行った後、くすのき広場に戻り
観察しました。 

観察できた生き物 
魚…ウグイ、アブラハヤ、シマヨシ

ノボリ、オオヨシノ ボリ、シマ
ドジョウ 昆虫…オニヤンマのヤゴ、サナエト

ンボのヤゴ、ヒゲナガカワ
トビケラ、しまとびけらの

仲間、コカゲロウの仲間等 
その他…サワガニ、ミズムシ、ハリ

ガネムシ、シマイシビル 
子どもたちに一番人気があったの

がサワガニ、その次にヨシ
ノボリなどの魚でした。 

特にオニヤンマの顎についての説
明は非常に興味を引くことができ

てよかったです。また、ハリガネム
シは結んでも自分で体をくねらせ

解いてしまうということにとても
驚いていました。最終的にはサワ

ガニと同じぐらいハリガネムシは
大人気でした。全体を通し大成功

で、子どもたちもとても楽しんで
もらえたと思います。ここからは

個人的な反省点と分かったこと。 

�
 クイズで多数派に引かれてし

まう子が多かったこと。間違
えることに臆病になっている

のか、なかなか自分が思った
とおりの答えのところにいか

ないのが残念。 

�
 みんな大きな生き物が好き

で、小さい昆虫が沢山いたは
ずなのにとってもらえなかっ

た→これは水生昆虫で環境教
育を行う僕としては一生涯で

の課題と言ってもいい。 
このことについて、改めて申し上げ

たいのが、小さなその昆虫たちがい
るから大きな魚たちが生きること

ができ、ひいては人間たちが生き
ることができるのだということ。

小さな昆虫たちが大きな生き物の
餌になるだけではなく、落ち葉な どの有機物を分解してくれたりす

るおかげで河川の環境が保たれて
いるということ。また、敢えて説明

しなかったのですが、子どもたちが
採取したカニが２種類いた事にみ

なさんはお気づきだったでしょう
か。青いカニと赤いカニがいたかと

思います。 これはなんでだとおもますか。主
な原因は生息している環境の餌ら

しいですが、よくわかっていないそ
うです。こんな単純なことですが、

「なんで？」と思った子どもが居て
くれることを願っています。また、

親御さんはその「なんで？」を蔑ろ
にせず、一緒に考えて上げて欲し

いと思います。 今回の最後の挨拶で金目川ネッ
トの柳川さんがおっしゃられてい

ましたが、今回の会が親子にとって
いろんな会話、特に地域の環境に

関わる会話をしていただければと
ても嬉しいことで、今後もそのよう

な機会を提供できるようにできれ
ば良いと思います。 

また、わからないことや困ったこと
があれば聞ける窓口にもなれれば

良いと考えています。

 

水生昆虫等の担当で来ている私と
しては悲しい限りです。そのあと、

環境科学センターの斎藤さんから
魚について、くわしく説明していた

だきました。水槽いっぱいの魚を見
た子どもたちはどの子も生き物を

捕まえてる時と同じくらいキラキ
ラした目をしていました。同じぐ

らい、目をキラキラさせていたお
父さんたちが沢山いたことも言う

までもありません。ひと通り観察
し終えたあと、お昼を挟んで、午後

のスケジュールへ。生き物のお話と
クイズはそれぞれ３班ずつに分か

れて話を聞きました。生き物のお
話は・・・・パワーポイントで優しく説

明と水の循環つながりについても
コンピューターシュミレーションを

駆使した新しい説明を行いました 
クイズは午前中に観察した生き物

に関わるクイズを○×にして出
題。見たばかりなのに意外と解け

ない不思議。見ていたはずなのに
覚えてない不思議。と言いながら

もみんななかなかの正解率でし
た。一通りの説明が終わった後、 

取った生き物についてもう少し観
察。 私もここで少し、トンボについて説

明させていただきました。 
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““““湘南里川湘南里川湘南里川湘南里川（（（（さとかわさとかわさとかわさとかわ））））づくりづくりづくりづくり””””とは、湘南地域のふるさとの川である金目川水系の河川等を、次世代を担う子どもたちに引き継いでいくため、市民主体による清掃、植栽、生き物観察会などの河川等の保全・活用を、流域全体に広げていく取組みです。河川の清掃、草刈りなどの保全活動を流域全体で盛り上げるため、「湘南里川づくり・クリーンキャンペーン２０１１」を実施しましたので、ご紹介します。 日日日日        時時時時  平成２３（2011）年６月１日（水）～７月３１日（日） 実施内容実施内容実施内容実施内容     金目川水系の河川や水路における土手、散策路、親水公園などの清掃や草刈など 参加団体参加団体参加団体参加団体  伊勢原地区環境保全連絡協議会、金目川をきれいにする会、 河内川あじさいの会、座禅川をキレイにする会、 鶴巻あじさい散歩道美化の会、鶴巻親水遊歩道の会、 鶴巻ホタルの会、長瀬鈴川土手をきれいにする会、 21 渋田川プロムナードプラン推進協議会、 秦野市各地区まちづくり委員会、ビオトープぬまめ、 平等寺砂防会 （五十音順） ※※※※クリーンキャンペーンに参加した東海大学生の報告書 をホームページでご覧いただけます。    

 
「湘南里川づくり」 取組みのご紹介！ 

さとかわ 
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湘南里川づくりに一緒に取り組む「湘南里川見守り隊」も募集中です。 詳しくは、ホームページで！ 


